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試験用ロケット1号機

　（昭和49年8・9月期）

「



｛

の

，

　　　　　　　試験用ロケット1号機打上げ計画

試験用ロケット1号機打上げ計画の概要は、次のとおりである。

　　㈱　試験用ロケットは（著ロケットまたはETV－1型ロケット（Engineering　Te8t

　　　vθhic■ρ）ともいう0

1・打上げ実施期間

　　　宇宙開発事業団

　　　　　　東京都港区浜松町2丁目4番1号

　　　　　　世界貿易センタービル

　　　理事長　島　　　　秀　　雄　　　　　　　　　　，

2．打上げ場所

　　　宇宙開発事業団種子島宇宙センター

　　　　鹿児島県熊毛郡南種子町

3．打上げ期間

　　　昭和49年8月28日（水）から9月12日（木）まで

　　　（16日間）

4．打上げ実施責任者

　　　副理事長　松　　浦　　陽　　恵
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5．　ロケットの機種お・よび機数

　　試験用ロケット1号機およびMT－135：P型T－11，12号機

　の計3機である0

6．打上げの目的

（1）　試験用ロケット1号機

　　　試験用ロケットは、昭和50年度以降に予定している人工

　　衛星打上げ用Nゴケットの打上げに必要な各種試験を行うた

　　今回打上げる1号機は、第2段の推進系としてダミーを用

　いており、第2段ガスジェット装置澄よぴ姿勢基準装置によ

　　る制御性能・の確認第・，2上鎌機構の働確認、関連地　に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1●
　上設備との機能的な整合確認等を行うことを月的とす乙。

（2）　MT－135P型ロケットT－11，12号機

　　　MT－135］⊇型ロケットは、人工衛星の打上げに必要：な上層

　の気象データを取得するための1段式固体ロケットである。

相打上げる二一11・12号機は・種子島上空の風向・風齢

　よび気温の観測を目的とする。
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7．打上予定日等

機　　種 打上げ予定日 海面落下時間帯 延期する場合の期間
氓謔ﾑ海面落下時間帯

MT－135P型ロケット

@　T－11号機
8月28日㈱ 10：30～11：00

同日の15：00～蛎：3σ減たは

W月30日（針一9月12日㈱までの

､ちの次の時間帯

@　　　10：30～11：00

烽ｵくは15：00～15：30

試験用ロケット

@　1号機
8月29日㈱ 15：00～15：45

8月30日総トー9月12日㈱までの

､ち次の時間帯

@　　　15：00～15：45

MT－135P型ロケット

@　T一・12号機 8月30日㈹ 10：30～11：00

同日の15：00～15：30減たは

W月31日（分》9月12日㈱’までの

､ちの次の時間帯

@　　　10：30～11：00

烽ｵくは15：00～15：30

　打上げ予定日に天候その他の理由により打上げができないと

きは、「延期する場合の期間および海面落下時間帯」欄の範囲

内で延期する。

　な澄、この場合、原則として試験用ロケットをMT－135P型

ロケットに優先して打ち上げることとするが、機種の異なるロ

ケヅ・トを同一日に打ち上げることはない。
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8．通　　知

　　次の要領により打上げに関する通知を行う。

（1）　ロケット打上げの実施、延期等は、原則として打上げ予定

　　日の前日15時までに決定し、すみやかに通知する。

（2）打上げを実施する旨通知した場合であっても、当日になつ

　　て天候その他の理由により、打上げを延期することがある。

　　この場合μ、すみやかにその旨を通知する。

（3）　ロケットの打上げが終了した場合は、すみやかにその旨を

　通知する。

（4）通知方法

　　ア　通知先は、別紙に示すとおりである

　　イ．連絡は、電話（場合によっては電報）で行う。

　　ウ．その他　　　　　　　　　　　　　　　、．．
　　　　　ゴ
　　①東京、福岡および那覇航空交通管制部ならびに東京空

　　　港事務所情報課には、打上げ時刻の2時間前にも通知す

　　　　る。

　　②漁業団関係者には、漁業無線局を通じて無線放送を行

　　　　うとともに、ラジオ（南日本放送、宮崎放送および大分

　　　　放送）により周知する。

　　　　　　　り
　　　③このほか、N：HKテレビ鹿児島放送局等のテレビ放送

　　　　により周知する。

　（5）　一般航行船舶に対しては、海上保安庁の水路通報により、航

　　空機に対しては、航空局からのノータムによりそれぞれ通知

　　する。
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9．打上げ隊の編成

　打上げ隊の編成は、下表に示すとおりである。

打
上
げ
実
施
責
任
者

打
上
げ
実
施
責
任
者
代
理

企画主任一

　打上げ主任一一、

L射場主任

　　　　計　画　係
班一［
　　　　業　務　係

係
係

信
算

通
計
　
　
　
　
．

「
－

班
班
班
下
下
班
班

欄
鯵
・
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学
象

射
通
レ
テ
廿
光
気

L一『一一一一一一一一一一一i：質管理班

射場安全主任

飛行安全主任

総務　総　務
主任　副主任．

㈱…は、カウントダウン時の指揮系統

射場安全班一

飛行安全班

庶　務　班

施
渉
広

　　　　　十

会計班一

　　設班一［給電給水係
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10．安　　全

　　安全㊨確保を図るため、次の要領により讐戒を行う。

　（1）陸上の警戒

　　　打上げ当日の陸上警戒区域は、別図1のとおりである。

　　ア．打上げ当日

　　　⑦　射場付近の陸上の警戒については、鹿児島県警察本部

　　　　および種子島警察署に依頼する。

希藩呈課て宇宙副業団が警戒にあたるOl

　　　⑦　危険物の取扱い場所等の周辺の警戒については、必要

　　　　に応じて立札による表示を行い、または、係員を配置し

　　　　て、宇宙開発事業団が警戒にあたる。

　（2）　海上の警戒．

　　　海上のロケット落：下予想区域は、別図2、3のとおりである。

　　宙開発事業団が警戒にあたる。
　　　　　　　　じ
　　　また、第十管区海上保安本部鹿児島海上保安部に宇宙開発

　　事業団から連絡員を派遣し・射場との間の専用回線によって

　　緊密な連絡にあたる。

　（3）航空機に対する警戒

　　　航空機に対する警戒については、大阪航空局鹿児島空港事

　　務所および大阪航空局種子島空港出張所に依頼する。
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　　　また、大阪航空局種子島空港出張所に宇宙開発事業団から

　　連絡員を派遣し、射場との間の専用回線によって緊密な連絡

　　にあたる6

　（4）射場における警戒表示方法

　　ア　打上げ当日は、射場内に黄旗を掲げる。　　　，

　　イ．打：上げ30分前に赤旗を掲げる。

　　ウ．打上げ2分前に花火を1発あげる。

　　工　打上げ終了後は、花火を2発あげるとともに、赤旗をお

　　　ろす。

　　オ　緊急事態の際は、サイレンを断続的に吹鳴する。これを

　　　解除する際は、サイレンを15秒間吹鳴する。

11．　リハーサル（予行演習）

　　次の予定で、リハーサルを実施する。

　　　試験用ロケット1号機　　8月26日（月）

　　．なお、天候その他の都合により、リハーサルの予定日を変更

　することがある。

12．報道関係

　（1）　報道関係者には、安全確保に留意しつつロケットおよび射

　　場内の施設設備を公開し、取材の便宜を図る。

　（2）　ロケット打上げの結果については、打上げ終了後、企画主

　　任から概略の発表を行う。
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13．　ロケットの性能および諸元

試験用ロケット1号機
の

　　機　　　種

煤@　’元

MT－135P型

s－11，12号機
第　　1　段

主モータ
補　　助

uースタ

1．2段段間部 第2段 ノーズコー◎

形　　　　　式 固　　体 固　体 固　体 一 一 一

21，815
全　　　　　　長（初） 3，329

11，925 5，794 1250 5，300 3，340

外　　　　　　径（η） 0，135 1，410 0，316 1，410 1，400 1，400

全　　重　　量（七） 0，068 39．3

推　薬　重　量（t；） 0，d38 20．8 2．5
一

47（ンミー
一

平　均　推　力（t） 0．8 74．0 9．9×8 一 一 一

燃　焼　秒　時（s） ，　10．5 61 6．2 一 一 一

発射上下角（。） 80 77

発　射方位角（。） 110 11　0

到　　達　　高　　度（㎞） 56 1　1　5

水平飛しょう距離（㎞） 46 285

搭　載　機　器

テレメータトランス

|ンダ

x計

ガスジェット制御装置、レーダトランスポン久

eレメータ送信装置：、補助姿勢基準装置、

w令破壊受信装置、タイマ

v測装置
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14．　ロケットの概要

中
N
一
、
一
一
－
臼
副
角
の
。
り
一
一
臼
胃

（
寒
“
週
珊
）

08シ

o

N
寸
oり φgeτ

“

N

o
N
oり

“

oり

卜
αD

①

一9一



．
目
レ

二

日
I
I

　
目
－
層

　
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
一
1
1

．II…

11

岨

●

Ph

一

ム

回

旺

詞

1
申
訟
円

思
罫
㌍
ム
執
開
門
蓑

「o　

、
気
K

鴇
誕
面

闘
N
二

物
塾
汽
H
謎
c
q

o電
塞
序
瞬
督
鞭

　
廻
鄭
排
日

糾
欄
総
螂
富
澤

鵬
遜
串
二
丁
鞭

1

1

。
1鴎

φ

■

⊥
、、

旧
齪
中
門
。
q
・
一

〇
一
。
o
“
同
e
4

口

N
一
”
×
一
、

　
　
　
　
へ
N
紙

I
l
I
I
山
I
I
I
I
邑
ー
ー

O
O
目
儀
O

O
噸
。
●
“
。
o

一10一

σ

，

，

凶
樫
蜘
Q

（
一
）
図
コ
映

N

2㎞

中之瞳学㌘一シ・ン’

　　　　指令管制棟

竹崎守衛所
　　■

種
子
島
灯
台

0

燕
、

i／圏一試験用ロケット打上げ当日の陸上警戒区域

　　　　MT型ロケット打上げ当日の陸上警戒区域
　〆　　、
・点　　　O　o

　　　　　　嚇

σ毒い3㎞

〈〉

一11一



別図（2）　MT－135：P型丁一11，12号機落下予想区域
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別図（3）　試験用ロケット1号機落下予想区域
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　鹿児島地方気象台予報課〔
　　　　　　〃　　　高層課

　海上自衛隊鹿屋基地

一鹿児島県警本部外勤課

一　　〃　　企画部企画課

一　　〃　　水産商工部町政課

一　N：H：K鹿児島放送局

一南日本放送

一共同通信鹿児島支局

一時嘉通信　　〃

一読売新聞　　〃

一鹿児島旅客船協会

　〃　貨物船海運組合

鹿児島県漁業協同組合連合会

　〃　指導漁業協同組合連合会

串木野漁業協同組合

　〃　島平　　〃

鹿屋市　　　　〃

西桜島村　　　〃

鹿児島県旋網　〃

東串良町　　　〃

指宿市　　　　〃

　〃　岩本　　〃

開聞町漁業協同組合

出水市　　　　〃

市来市　　　　〃

東市来町　　　〃

十島村　　　　〃

種子島測候所

　〃　灯台

　〃　警察署

　　　〃

　　　〃

　　　〃

熊毛市庁

西之表市

中種子町

南種子町

上中駐在所

平山駐在所

茎永駐在所

種子島電報電話局

九州電力熊毛営業所

　〃　　南種子営業所

熊毛記者クラブ

南種子町漁業協同組合

中種子町　　　　〃

西之表市　　　〃

中種子町漁協熊野支所

中種子町漁協屋久津支所

南種子町漁協竹埼支所

南種子町漁協浜田支所

南種子町漁協広田支所

西之表市漁協住吉支所

西之表市漁臨浦田湊支所

西之表市漁島東海支所

中種子町漁鵠浜津島支所

鹿児島営林署熊野担当区

鹿児島営林署上中担当区≧●

＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

航空局運航課

那覇航空変通管制部

東京航空交通管制部

福岡航空交通管制部

東京空港皇務所情報課

東京大学宇宙航空研究所

宮崎県経済部水産課

大分県林業水産部漁政課

広島県農政部水産課

愛媛県農林水産部水産課

高知県水産商工部水産課

宮崎放送

大分放送

宮崎県漁業協同組合連合会

大分県指導漁業協同組合連合会

広島県漁業協同組合連合会

高知県　　　　〃

愛媛県　　　　〃

日本カツオ・マグロ　〃

日本西海漁業協同組合

大分県無線漁業協同組合

八西漁業無線局

深浦．　〃

須崎無線協同組合

室戸漁業無線局

土佐清水無線漁業協同組合

松戸中央無線局

油津：漁業無線局

富島漁業協同組合

青島

折生迫

内海

油津

大立津

南郷

栄松

外浦

〃

　
〃
　
　
　
〃

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

串間市東漁協市木支所

串間市東漁業協同組合

串間市東漁協宇津支所

串間市漁協本城支所

串間市漁協金谷支所

串間市漁業協同組合

焼津：　　　〃

静岡県豊楽漁業協同組合

勝浦漁業無線局

静岡県無線漁業協同組合

三崎漁業無線局

伊東　　〃

NHK国際報道部

＊は試験用ロケット打上びの際に追加される通知先

』


